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笠
井
賢
一

笠
井
賢
一 

今
尾
哲
也
氏（
歌
舞
伎
研
究
）に
師
事
。劇
作
、演
出
家
と
し

て
古
典
と
現
代
を
つ
な
ぐ
演
劇
活
動
を
、能
狂
言
役
者
や
歌
舞
伎
役
者
、

現
代
劇
の
役
者
と
た
ち
と
続
け
る
。「
古
事
記
」か
ら「
源
氏
物
語
」「
平
家

物
語
」、近
松
門
左
衛
門
、宮
澤
賢
治
と
幅
広
く
演
出
。新
作
能
で
は
多
田

富
雄
作「
一
石
仙
人
」「
花
供
養
―
白
洲
正
子
の
能
」石
牟
礼
道
子
作「
不

知
火
」な
ど
を
演
出
。『
浄
瑠
璃 

不
知
火
座
―
石
牟
礼
道
子
劇
場
』を
立
ち
上
げ
、

同
時
期
に
立
ち
上
げ
た『
宮
澤
賢
治
劇
場
』を
両
輪
に
演
劇
活
動
を
続
け

て
い
る
。来
年
に
は
多
田
富
雄
の
新
作
能「
一
石
仙
人
」を
新
演
出
で
の
上
演

と
自
作
の
新
作
能「
空
海
」の
上
演
予
定
。ア
ト
リ
エ
花
習
代
表
。

石
橋
敬
子

石
橋
敬
子 

福
岡
県
飯
塚
市
出
身
。学
生
時
代
に
京
都
大
学
劇
団
創
造

座
に
参
加
し
、サ
ル
ト
ル
作「
悪
魔
と
神
」に
出
演
。能
を
観
世
流
鵜
澤
雅

師
、鵜
澤
久
に
師
事
し
能「
船
弁
慶
」、「
葵
上
」な
ど
を
舞
う
。銕
仙
会
の

能
舞
台
で
、２
０
１
８
年
三
島
由
紀
夫
作
の
近
代
能
楽
集
の「
葵
上
」と

「
弱
法
師
」を「
貴
種
流
離
譚
」と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
繋
げ
る
上
演
の
主

役
、翌
年
に
も
同
じ
く「
綾
の
鼓
」と「
卒
塔
婆
小
町
」を「
愛
の
不
可
能

性
」と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
繋
ぐ
上
演
の
主
役
を
、笠
井
賢
一
演
出
で
演
じ
る
。

設
楽
瞬
山

設
楽
瞬
山　
都
山
流
尺
八
奏
者
と
し
て
活
躍
。演
奏
活
動
の
ほ
か
に
、

演
劇
や
語
り
の
音
楽
と
し
て
、演
劇
的
な
内
容
に
深
く
添
っ
た
表
現
を
実
現

す
る
。代
表
作
に
若
村
麻
由
美
一
人
芝
居
「
小
宰
相
身
投
―
平
家
物
語

に
よ
る
」や「
千
手
」、同
じ
平
家
物
語
に
よ
る 

麻
実
れ
い
の
語
り
芝
居「
女

院
出
家
」の
音
楽
、真
野
響
子
一
人
芝
居「
夢
十
夜
」（
夏
目
漱
石
）の
音
楽

な
ど
多
数
。『
言
魂　

詩
・
歌
・
舞
―
石
牟
礼
道
子
・
多
田
富
雄　

深
き
魂
の

交
歓
』に
出
演
。若
村
麻
由
美『
曽
根
崎
心
中
』（
笠
井
賢
一
演
出
）の
音
楽
。

佐
藤
岳
晶

佐
藤
岳
晶　
パリ
国
立
高
等
音
楽
院
エク
リ
チュー
ル（
作
曲
理
論
）科
修
了
。

近
世
邦
楽
の
研
究
に
お
い
て
、東
京
藝
術
大
学
大
学
院
音
楽
文
化
学
専
攻

修
了
・
博
士（
学
術
）。地
歌
箏
曲
を
二
代
米
川
文
子（
人
間
国
宝
）師
に

師
事（
芸
名

：

佐
藤
文
岳
晶
）、長
唄
を
今
藤
尚
之
師
に
学
ぶ
。西
洋
音
楽

と
近
世
邦
楽
を
横
断
す
る
作
曲
・
演
奏
活
動
を
行
う
。石
牟
礼
文
学
へ
の

作
曲
に
、浄
瑠
璃
《
不
知
火
│
わ
れ
、蒼
き
苦
海
の
底
よ
り
咲
き
出
で
》
、

箏
曲
《
三
日
月
ま
ん
じ
ゃ
ら
け
》
、歌
曲
《
ア
ニマ
の
鳥
》ほ
か
、劇
音
楽
で
は

笠
井
賢
一
演
出
の「
緑
亜
紀
の
蝶
」「
言
魂
」な
ど
。京
都
女
子
大
学
准
教
授
。

　
　
　
　
　
　

１
９
２
７
年

熊
本
県
天
草
郡
に
生
ま
れ
る
。

詩
人
・
作
家
。１
９
６
９
年
に
公

刊
さ
れ
た「
苦
界
浄
土
―
わ
が

水
俣
病
」は
文
明
の
病
と
し
て

の
水
俣
病
を
描
い
た
歴
史
的
な

作
品
。１
９
７
３
年
マ
グ
サ
イ
サ
イ
賞
、１
９
９
３
年「
十
六

夜
橋
」で
紫
式
部
文
学
賞
、２
０
１
１
年
朝
日
賞
、２
０
０
２

年「
は
に
か
み
の
国
―
石
牟
礼
道
子
全
詩
集
」で
芸
術
選
奨

文
部
科
学
大
臣
賞
。新
作
能「
不
知
火
」が
東
京
・
熊
本
・

水
俣
で
上
演
さ
れ
た
。藤
原
書
店
刊
行
石
牟
礼
道
子
全
集

「
不
知
火
」が
完
結
。そ
の
後
も
次
々
と
著
書
の
刊
行
さ
れ

る
が
、２
０
１
８
年
２
月
10
日
逝
去
。こ
れ
か
ら
も
世
界
の

レベル
で
重
要
な
作
家
と
し
て
読
み
継
が
れ
る
存
在
で
あ
る
。

石
牟
礼
道
子

石
牟
礼
道
子

15
時
開
演（
30
分
前
開
場
）

14
時
開
演（
30
分
前
開
場
）

℡
０
９
０-

９
６
７
６-

３
７
９
８

お
申
込・お
問
合
せ

入
場
料 

２
５
０
０
円ア

ト
リ
エ
花
習

12
月
10
日（
土
）

２
０
２
2
年

12
月
11
日（
日
）

２
０
２
2
年

じ

ょ

ろ

り

―
休
憩
15
分

―

（
２
０
０
２
年

 

東
京
、２
０
０
３
年
熊
本
、２
０
０
４
年
水
俣
親
水
緑
地
奉
納
上
演
）

（
全
自
由
席
）

〒
８
６
２
-０
９
１
１

熊
本
県
熊
本
市
東
区
健
軍
４
-17
-45

０
９
６
-３
６
８
-３
７
５
９

真
宗
寺

電車通り
健軍4丁目

動植物公園
入口

〒
８
６
７
-０
０
３
５

熊
本
県
水
俣
市
月
浦
１
９
５
-２

０
９
６
６
-６
２
-２
１
１
１

お
れ
ん
じ
館

水
俣
公
演

熊
本
公
演

月浦ふれあい
公園 老人ホーム

生喜の里

月浦さくら公園月浦新港
・

・
・

・

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道

南
部
も
や
い
直
し
セ
ン
タ
ー

赤
坂
真
理

赤
坂
真
理　
作
家
。「
愛
と
変
容
を
世
界
に
も
た
ら
す
」が
モ
ッ
ト
ー
。ア
メ

リ
カ
で
天
皇
の
戦
争
責
任
を
問
わ
れ
る
少
女
を
通
し
て
日
本
の
戦
後
を
鮮

や
か
に
描
い
た『
東
京
プ
リ
ズ
ン
』（
２
０
１
２
）が
反
響
を
呼
び
、第
66
回
毎
日

出
版
文
化
賞
、第
16
回
司
馬
遼
太
郎
賞
受
賞
。第
23
回
紫
式
部
文
学
賞

受
賞
。『
愛
と
性
と
存
在
の
は
な
し
』（
N
H
K
出
版
）を
出
版
。

次
回
予
定
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ　
　

◎
一人
芝
居『
苦
海
浄
土
̶
天
の
魚
よ
り
』 八
田
部 

鉄

◎
石
牟
礼
道
子
詩
に
よ
る
歌
と
舞　
　

　

新
作
地
歌
舞『
黒
髪
』  

山
村
楽
千
代 

ほ
か

◎
詩
劇『
緑
亜
紀
の
蝶
̶
自
分
に
聞
か
せ
る
童
話
』

（
30
分
）


